
東北再生「私大ネット36」
南三陸サマープログラム2014
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・導入プログラムは初めて南三陸を訪れる方向け、発展プログラムはリピーターや、テーマに関心のあ
る、地域に入り込んだ活動にチャレンジしたい方向けの内容となっています（初めての方でも、発展
プログラムに参加することは可能です）。

・それぞれのプログラムは、事前研修・現地研修・事後研修で構成されています。
・当日の持ち物や詳細なスケジュールは、出発の2週間前までにHPにてお知らせいたします。

■スケジュール

テーマ 日程
発展/
導入

定員
國學院大學
特別価格

事前研修
日程

Act1 記憶を辿る旅 7/30～8/2 発展 35 16,600 7/26（土）
13:00～17:00

Act2 「仕事」から
未来を探る旅

8/19～8/22 導入 35 17,100 8/9（土）
11:00～15:00

Act3 里山・里海の
自然を守る旅

9/1～9/4 発展 35 19,260 8/30(土）
11:00～15:00

Act4 子どもと
教育の現場から学ぶ旅

9/4～9/7 導入 35 16,600 8/9（土）
11:00～15:00

■募集要項

■活動事例

1.サマープログラムの内容について

・参加費用（右記参照）は、現地到着時に現金にて徴収致します。
・参加費用には、宿泊料、活動日の昼食・飲料代、講師料・体験料、往復バス代が含まれています。
初日の昼食（途中サービスエリアで各時飲食）、最終日の昼食（さんさん商店街で各自飲食）は自己負
担です。ご注意ください。
・右記の私大ネット36特別価格では、私大ネット36奨学金により、宿泊料1泊6,480円→5,000円、プログラム
調整料1日2,000円→0円となっております。
・当日キャンセルにつきましては、その日の宿泊費の100%（1泊6,480円）をご請求させていただきます。

2.費用について

3．交通手段について

4.宿泊場所について

5.お申込みについて

「南三陸まなびの里いりやど」
運営：一般社団法人南三陸研修センター
TEL:0226-25-9501 FAX:0226-25-9502   
HP: htt p://ms –iriyado.jp
【館内設備】
食堂、研修室、男女シャワー室・浴室（シャンプー、
ボディソープ、ドライヤー有）自動販売機、洗濯機、
全館Wi-fi完備
※ コンビニ（ローソン）徒歩5分

申込期間： 6月19 日（木）～7月2日（水）

お申込みは、各大学の私大ネット36担当窓口までお問合せください。

【お問合せ】
東北再生「私大ネット36」事務担当
大正大学 地域連携推進部 鴨台プロジェクトセンター
mail: info@shidai-net36.jp  tel/fax: 03-5394-3062 町内視察 農業体験 漁業体験 ワークショップ

参加費、健康保険証、印鑑、筆記用具、タオル、歯ブラシ、洗面道具、寝間着、動きやすい靴と服装、
帽子（熱中症対策）、雨カッパ、カメラ、デジカメやスマホのデータをパソコンに取り込むコード類
あると望ましいもの：ノートパソコン、常備薬、USB、延長コード
※その他各Actで必要なものは、詳細スケジュールと共にHPにてお知らせいたします。

■持ち物

私大ネット36HPでは
過去のプログラムの様子も
紹介しています！
http://shidai-net36.jp/

・貸切往復バスをご用意しています。
発着地：大正大学 巣鴨キャンパス （東京都豊島区西巣鴨3－20－1）

Act１,３,４【行】7:30 受付開始 8:00 出発 【帰】20:00 到着
Act２ 【行】8:00 受付開始 8:30 出発 【帰】20:00 到着

Act２のみ、下記の場所も集合・解散場所として立ち寄ります。
さいたま新都心駅西口 ローソンさいたま新都心けやき広場店前

Act２ 【行】7:30 集合・出発 【帰】20:30 到着

※当日は、時間に余裕を持って集合してください。



Act1：7/30（水）～8/2（土）

記憶をたどる旅

引率教員

弓山達也
（大正大学 人間学部教育人間学科 教授）

現地の主に高齢者へのインタビューを中心に
スタディツアーを実施します。ガレキの撤去も
大切ですが、失われつつある震災前の記憶を
掘り起こし記録する作業も重要な貢献です。イ
ンタビュー記録はアルバム風に編集して高齢
者にお渡しし「記憶」を共有していきます。都会
にはない農村の文化に触れたり、異なる世代
の方のお話を聞いたりすることは、他者を知る
こととともに、自分を知ることにもなるでしょう。

南三陸町は山・川・海がコンパクトにまとまっ
ており、全てが連環している特徴的な地形を
有しています。この環境をどう守り、次の世代
に受け渡していくのか。フィールドワークや具
体的な作業を通し、そのために私たちが何が
できるのかを考えます。

また、地元の方が展開している、椿を植樹し
避難路を作る「椿物語プロジェクト」のお手伝
いをします。

Act4：9/4（木）～9/7（日）

子どもと教育の
現場から学ぶ旅

わたしは東北で生まれ、東北で育ちました。東
北の未来について、子どもと接しながら皆さん
と共に学びたいと考えています。

南三陸の子どもたちがどのように育っている
のか、どのような未来を見据えているのか。

子どもと同じ目線に立って、わたしたちが東北
にできることをこの旅で探していきましょう。

引率教員

齋藤知明
（大正大学 教育開発推進センター 専任講師）

事前
研修

7/26（土）13:00～17:00
場所：大正大学（教室は調整中）
内容：アイスブレイク、インタビュー法

の演習等

7/30

8:00 大正大学出発
14:30 いりやど到着
15:00 町内を歩く
19:30 ワークショップ

7/31
9:00 地域のお年寄りインタビュー
19:30 ワークショップ

8/1
9:00 地域ボランティア
15:00 まとめまたは追加インタビュー
19:30 地域の方々と座談会

8/2
9:00 発表会
12:00 さんさん商店街飲食
13:30 いりやど出発

事後
研修

【課題】
インタビュー協力者にアルバムを送付

Act2：8/19（火）～8/22（金）

里山・里海を
守る旅

引率教員

加藤季夫
（國學院大學 副学長・人間開発学部 教授）

「仕事」から
未来を探る旅

Act3：9/1（月）～9/4（木）

引率教員

松浦宏昭
（埼玉工業大学 工学部 生命環境化学科 講師）

事前
研修

8/30(土）11：00～15：00
場所：大正大学

多目的コーナー１（3号館2階）

内容：事前に南三陸の自然に関する
資料を配布し、それをもとにグループ
ワークを行う。

9/1

8:00 大正大学出発
14:30 いりやど到着
15:00 町内視察
19:30 ワークショップ

9/2
9:00 里海に関するレクチャー・FW
13:00 里海保全ボランティア

9/3
9:00 講話「椿物語プロジェクト」

椿物語プロジェクトボランティア

9/4
9:00 まとめ
12:00 さんさん商店街飲食
13:30 いりやど出発

事後
研修

9/20（土）11:00～15:00
場所：大正大学（教室は調整中）

内容：プログラム中に出す課題に関
し、グループごとに発表を行う。

事前
研修

8/9（土）11：00～15：00
場所：大正大学

TSRスタジオ１（5号館2階）
内容：自己紹介、講義「仕事をする

意義」、グループワーク演習

8/19

7:30 さいたま新都心駅集合・出発
8:00 大正大学集合
15:00 いりやど到着
15:30 DVD視聴、町内視察
19:30 ワークショップ

8/20
9:00 産業支援ボランティア
19:30 ワークショップ

8/21
9:00 仕事人を訪問
19:30 交流会

8/22
9:00 まとめ
11:30 さんさん商店街飲食
13:00 いりやど出発

事後
研修

9/6（土）11：00～15：00
場所：大正大学 TSRスタジオ１

内容：現地での体験と仕事に対する
考え方についてグループ毎に発表

事前
研修

8/9（土）11：00～15：00
場所：大正大学

TSRスタジオ２（5号館2階）
内容：アイスブレイク、講義「子どもとの

接し方」、グループワーク

9/4

8:00 大正大学出発
15:00 いりやど到着
15:30 DVD視聴、町内視察
19:30 ワークショップ

9/5
9:00 子どもと教育に関わる方を訪問
17:00 地域の子どもたちを招いてBBQ

9/6
9:00 地域ボランティアまたは交流企画
19:30 小学校の先生方と座談会

9/7
9:00 まとめ
12:00 さんさん商店街飲食
13:30 いりやど出発

事後
研修

【課題】
かべ新聞を作成し、協力者に送付

※上記スケジュールは、天候等により変更となる場合があります。また、詳細スケジュール・持ち物等は出発日の２週間前までに私大ネット36HPにてお知らせ致します。

被災地の経済活動が復興し、更に持続的な
発展を遂げる未来の姿を探るために、産業支
援ボランティアに取り組んで、現地の『仕事』
を体験しながら学んでいきます。震災からの
生活基盤の再建が進む現状を、皆さんの目
で見て確かめながら、更に現地で働く方々と
の出会いを通して、皆さん自身の人生観や、
『仕事』に関する価値観の認識に繋げること
を目指します。


